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令和３年度 ６月補正予算（その１）の概要 

 

１ 補正予算のポイント 

 

〇新型コロナウイルス感染症の感染防止対策をさらに推進するとともに、感染症の影響を受け

た地域経済活動の回復に向けて、事業者の取組を支援する。 

〇県民サービスの向上等の観点で見直しを進めてきた、県立鈴鹿青少年センター及び県営鈴

鹿青少年の森について、より魅力ある施設整備と運営管理を実施するために、民間活力を

導入した一体的な整備を進める。 

 

 

２ 補正予算の規模 

  
 

 

（単位：千円、％）

補正前 補正後 伸び率

A B B／A

一般会計 806,992,518 4,426,249 811,418,767 100.5%

特別会計 314,590,179 - 314,590,179

企業会計 60,912,448 - 60,912,448

合　計 1,182,495,145 4,426,249 1,186,921,394 100.4%

今回補正額

 
 

 

（参考１）同時期の一般会計予算額の推移 

（単位：百万円）

R2 R元 H30 H29

６月補正額 33,632 23,124 - 71

補正後累計 752,767 723,609 696,809 703,005  

  ※６月補正後予算額としては、過去最大規模。 
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３ 歳入の主要点 
 

〇新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金等を最大限活用する。 

 

 

（歳入の主な内訳） 

  

（単位：千円）

国庫支出金 4,261,249

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 2,535,462

地域観光事業支援補助金 1,703,391

文化芸術振興費補助金 20,065

新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金 1,341

医療提供体制推進事業費補助金 990

148,000

寄附金 17,000

合計 4,426,249

項目

県債

補正額

 

 

 

（参考２）新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の推移 

 ※県が取り組む新型コロナ対策に広く活用できる交付金 

 

（単位：百万円）

現計 今回予算額

22,007 19,402 16,867 2,535 41,409

R3R2 累計額

 

 

（参考３）新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金の推移 

 ※県が取り組む感染拡大防止と医療機関・介護施設等の体制整備等に活用できる交付金 

  

（単位：百万円）

現計 今回予算額

46,161 36,508 36,507 1 82,670

R2 R3 累計額

 
 

 

※ それぞれの金額を四捨五入しているため、各表の合計等が合わない場合があります。 
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４ 歳出の主要点（主な事業） 
 

（１）新型コロナウイルス感染症対策    計 42億6,124万9千円 

【県民の命を守り抜く感染拡大の防止】 

①障害福祉施設等の感染防止支援（子ども・福祉部）         1,324万3千円 

【新規】障害福祉施設等において、効果的な感染防止対策が講じられるよう、専門職員に

よる相談窓口を新たに設置するとともに、集団感染が生じた場合における感染拡大防止対策

等に必要な物品を備蓄する。 

 

【地域経済の再生】 

②宿泊事業者向け感染防止対策への支援（雇用経済部）     33億4,453万円 

【新規】観光庁の地域観光事業支援補助金を活用し、宿泊施設の感染症対策に資する物

品の購入費用や前向きな投資に要する経費に対し支援する。 

・各施設の規模等に応じ最大1,000万円 

（ⅰ）感染症対策支援：補助率10/10（国1/2、県1/2） 

    サーモグラフィ等の導入費用等 

（ⅱ）前向きな投資支援：補助率8/10（国5/10、県3/10） 

ワーケーションスペースの設置、非接触チェックインシステムの導入等に係る費用等 

 

③観光事業者向けみえ安心おもてなし施設認証制度の創設（雇用経済部） 

 1億53万3千円 

【新規】新型コロナウイルスの感染拡大を防止しながら、宿泊施設や観光施設等を安心し

て利用できる環境整備を促進し、安全・安心な観光地づくりを推進するため、観光事業者に向

けた「みえ安心おもてなし施設認証」制度を創設する。さらに、認証制度による「安全安心な観

光地・三重」というブランディングを定着するため、デジタルプロモーションを展開する。 

・事業期間：令和３年７月～ 

・対象施設：県内観光事業者（宿泊施設、観光施設、土産物店、体験施設） 

・認証施設は専用サイトで公開 

 

 

④事業再構築や資金の有効活用を促すための新たなビジネスモデルの提示 

（雇用経済部）  2,769万8千円 

【新規】新型コロナウイルスの影響を受けている飲食業、観光業をはじめ様々な業種におい

て、事業再構築を目指すビジネスモデルとなる事例を収集・整理したものをWebガイドブックと

して公表し、県内金融機関等を通じて事業者に紹介することで、事業再構築の計画策定や業

態転換を促進する。 
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⑤サプライチェーンの強靱化のための支援（雇用経済部）       3億2,012万円 

新型コロナウイルスの感染拡大により、素材・部材の調達や製品の出荷が滞るなど、サプラ

イチェーンの脆弱性に伴う三重県内の企業活動への影響が顕在化する中、強靱なサプライチ

ェーンを構築しようとする企業に対して支援する。 

・補助対象経費：設備投資費、海外からの設備移転費、実行可能性調査費、当該事業に 

  よって生まれる新規雇用にかかる経費 

・補助上限：3,000万円 

 

⑥ＤＸ牽引モデル企業の育成（雇用経済部）              1,000万円 

【新規】ＤＸを活用して自社の競争領域や提供価値を変化させるなど、新たな事業展開や

価値創出を推進しているモデル企業を育成し、モデル企業によるＤＸを活用した先駆的な取組

の効果やメリットを見える化することで、県内企業へのDX推進を加速させる。 

・補助率：１/２ 

 

⑦脱炭素社会実現に向けた産業戦略の策定（雇用経済部）        1,000万円 

【新規】脱炭素社会の実現に向けて、有識者等で構成する「脱炭素社会実現に向けた産業

戦略検討会議（仮称）」を立ち上げて、本県経済を牽引している「ものづくり産業」を中心に経

済と環境の好循環を図る産業戦略を早急に策定する。 

 

 

⑧県産農畜水産物の販売促進（農林水産部）              9,100万円 

新型コロナの影響により発生している県産農畜水産物の滞留等を解消するため、養殖マダ

イや県産和牛等が当たるプレゼントキャンペーンを実施するとともに、県内量販店等が独自に

取り組む県産食材の販売促進活動を支援する。 

・県産農畜水産物のプレゼントキャンペーンの実施：8,300万円 

 三重県産を示す価格ラベル等を集めて応募、抽選のうえ、県産農畜水産物をプレゼント 

・【新規】県産農畜水産物の販売促進活動への支援：800万円 

 県内量販店等が独自に実施する販売促進キャンペーンの経費を支援 

 

 

⑨交通事業者への支援（地域連携部）                9,606万1千円 

新型コロナウイルスの感染拡大により厳しい状況が続く中、大幅な減便等を行わずに、従前

相当の輸送力を維持するなどの運行を行う交通事業者への支援について、「まん延防止等重

点措置」が適用されたことなどによる交通事業者へのさらなる影響に対応する。 
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【安全・安心な暮らしの再構築】 

⑩デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進（デジタル社会推進局） 

2,186万7千円 

【新規】コロナ禍において、県民のみなさんや企業、市町など三重県内のすべてのステーク

ホルダーが、「共通の言葉」「共通の認識」のもとでデジタル社会や未来について議論できる

ための土台作り、機運醸成を進める。     

・デジタル技術を活用したトークセッションを開催し、DXビジョンを策定 

・デジタル社会の推進に向け、国の「デジタルの日」に合わせた啓発やイベントの開催な 

ど機運醸成を実施 

 

⑪接触機会の低減に向けた情報ネットワークの整備（デジタル社会推進局）   

8,910万円 

【新規】コロナ禍における接触機会の低減や、Web会議の常態化への対応など、感染症対

策の徹底に向けたフレキシブルな職場環境を実現するため、全ての庁舎を対象とした無線

（Wi-Fi）環境を整備する。また、各種会議をWeb会議で実施するにあたり、本庁舎や各庁舎

間を接続する重要な庁内会議が、一定の品質を確保して実施できる環境整備に取り組む。 

・整備箇所：各地域庁舎の全フロア、吉田山会館、合同ビル、勤労者福祉会館、栄町庁舎 

 

 

（参考４）新型コロナウイルス感染症対策事業の予算累計 

 

（単位：百万円）

現計 今回予算額

420 95,504 73,630 69,369 4,261 169,554

R元 R2 R3 累計額

 
今後も状況を注視しながら、緊急度に応じて必要な対策を順次実施。 

 

 

 

（２）その他 

①子どもの学びの機会の確保（子ども・福祉部）           1億6,500万円 

コロナ禍において人々の行動が制限され、子ども達の学びの機会が減っている中、県内唯一

の大型児童館であるみえこどもの城における、故障したデジタル式投映機を更新し、子ども達に

学びの場を提供する。 

なお、財源の一部に民間からの寄附やクラウドファンディング等を活用する。 
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②県立鈴鹿青少年センター及び県営鈴鹿青少年の森の一体的な整備・運営管理 

  （教育委員会・県土整備部）       債務負担行為の設定（51億2,016万2千円） 

鈴鹿青少年センターと鈴鹿青少年の森の両施設について、青少年をはじめとした幅広い世

代の方が集い、交流する施設となるよう、民間活力の導入（PFI 手法）による、より魅力ある施

設整備と運営管理を実施するため、令和 23年 3月までの債務負担行為を設定する。 

 

 

（歳出の内訳） 

（単位：百万円）

国費 県債 寄附金

新型コロナ感染症対策 4,261 4,261 - -

その他 165 - 148 17

計 4,426 4,261 148 17

項目 補正額

 


